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救急隊出動記録に基づく日常生活事故の解析
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はじめに
我が国では，地震や台風に代表される非日常的な自然
災害の危険性は従来から良く認識され，工学的にも様々
な対策が講じられてきている。ところが，日常的に発生
する事故あるいは災害の重大性については，必ずしも一
般的に広く注目されてきたとは言い難い面がある。すな
わち，日常災害の内，労働災害や交通事故では人間工学
的な研究が重ねられ，各種の安全対策が実施に移されて
いるのに対し，住宅を中心とした居住環境における日常
生活の中で生ずる事故に関して行われた体系的な研究の
歴史は，わずか十数年と考えられる け2)。
ガス中毒なと
階段 ・建物からの墜落
近年の人口動態統計により死亡者数の概略を比較すれ
ば，日常災害の中で一番多いのは交通事故によるもので
あり，家庭内事故がそれに次いでいて，その数は毎年5
-6，000人である。ちなみに，昭和56年の人口動態統
計3)をもとに，住宅の中で発生した不慮の事故による原
因別死亡率を男女の性別に区別して示すと図 1のように
なる。この年の家庭内事故による死亡総数は5，953人で
あったが，そのうち火災 ・爆発を原因とする死亡者は，
男女合計で1，246人(総数比で20.9%) と段も多く ，以
下食物などによる窒息1，169人(19.6%)，溺死 ・溺水
950人06.0%)，階段 ・建物からの墜落878人(14.7%)
と続く。
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日常的に生ずる死傷の問題を考えるための基本的資料
として，人口動態統計は非常に重要な資料であるが，事
故発生の要因をより詳細に検討しようとすると情報量に
限界がある。そこで，本研究では，得られるデータの内
容が均一で，かなり細かい事柄までも把握可能であり，
データとしての信頼度も高い消防署の救急隊出動記録に
基づいて，住宅内およびその周辺の生活空間でおこる日
常生活事故の検討を行うことにした。対象地区の選定に
当つては，なるべく多くの住宅タイプを含むことに留意
し，大阪府堺市の泉北消防署の管籍地区とした。
調査方法および検討資料
年齢 ・性 ・地区別の詳細な人口データは，同統計課には
昭和58年以降の分しかないため， 昭和55年の年齢 ・性別
人口は，問年の男女構成比が5年後の昭和60年には同じ
比率で5歳ずつスライドしたと想定(すなわち，昭和60
年の5-9歳の男女比は昭和55年の0-4歳の男女比と
等しい)して算出した。このようにして得られた対象地
場の人口をまとめると表1のようになる。
調査結果および考察
1.対象地様の日常生活事故の視要
今回得られた救急出動事故件数の経年変化を示したも
のが図2である。ただし，昭和54年は4月-12月，昭和
62年は 1月-6月の期間のデータしか得られていないの
で，両年についてはそれ以外の月にも同じ比事で事故が
発生したとして，年間の事故件数を推定している。 図2
によれば，いずれの年も男性の事故件数が女性のそれを
上回っており，双方とも絶対数で漸減の傾向にある。一
方，対応地按の人口は表1のような増加を示しているた
め，事故発生率も減少していることになる。しかしなが
泉北消防署は，泉北ニュータウンのうちの堺市の部分
とその周辺24地区を管暢しており，同地域内には戸建住
宅から低 ・中・高層の集合住宅まで様々な形式の住宅が
存在する。 また，同署の救急活動記録害には70項目以上
の多岐にわたる情報が収められているが，本研究では地
区，年齢，性別，事故発生年，月，日，時刻，場所，事故
種別，原因，怪我種別，受傷部位，受傷程度の13項目に
ついて内容をコード化して電算処理しやすい形で袖出
することにした。なお，本研究で対象とするのは，交通
事故を除いた日常生活事故とする。したがって，上記救
急活動記録書から住宅内部と庭 ・公園など住宅周辺の外
部空間で生じた事故による傷病者の搬送事例のみを選択
している。データ拍出の対象期間は，泉北消防署開設当
初の昭和54年4月1日から昭和62年6月30日までの約8
年間であり，得られたデータ総数は6，197件である。と
ころで，記録原簿は内容が個人のプライパシーに係わる
ことから非公開であるため，データの拍出作業はすべて
泉北消防署にお願いした。
(人)
100' 
つぎに，事故発生率などを算出するための人口データ
については，基本的に堺市役所統計課資料係より入手し
た昭和55年， 60年の国勢調査資料を用いている。ただし，
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図2 泉北地区の事故発生件数経年変化
表1 対象地繊の性別・ 年齢別人口
男 性 女 性
地区
5 ~14 2十0-4 5 -14 15-59 60- 0-4 15-59 60-
昭和 NT地区 8，697 16，617 42，578 1，的3 8，380 15，722 44.515 3，156 14l.658 
55年 NT以外 907 2，2伺 7，602 1.123 809 2，019 7，5回 1.763 24，074 
昭和 NT地区 7，016 17.911 51.565 3，308 6.578 17，020 53.041 4，736 161，175 
60年 NT以外 778 2，441 8，830 1，572 786 2.l79 8，650 2，090 27，326 
NT地区:泉北ニュータウン地区
NT以外 :泉北ニュータウン以外の地区
(2) 
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ら，後述するように救急出動は0-4歳の乳幼児の事故 従い受傷程度が霊くなる傾向が明らかである。また，全
において極めて多いという特徴があること，ニュータウ 体的にみて，男性より女性にこの傾向が強く， 60歳未満
ン全体の高齢化に伴って0-4歳の人口が，昭和55年 では男性の方が受傷程度が重くなるのに対し， 60歳以上
18，793人から昭和60年15，158人へと減少している(表 1 になると女性の方が重くなっている。ところで，年齢・
参照〉ことが全体の事故皐低下へ寄与していることに注 性別事故発生率は各年齢層毎の人口比でみると， 19歳以
意しなければならない。 下の年齢層における男性および70歳以上の高齢者では女
図3は，各年度の事故件数に占める各年齢階層別件数 性の事故発生率がかなり高いほかは，男女ほぼ等しいか
の比率を比較したものである。同図によれば， 0-9歳 やや男性の比率が高い傾向を示している。なお，図4に
おいて重症とは3週間以上の入院加療を必要とする怪我
年齢別総成比 であり，軽症は入院加療を必要としない怪我，中等症は
(%) 
そのどちらでもない場合をいう。
2.年齢・性別と事故の関係
日常生活における事故と年働 ・性別との関係の概婆は
上述の通りであるが，ここでは事故の内容も含めてやや
詳細に考察する。図5は，年齢区分男IJに男女毎の事故種
別発生件数を示したものである。これらの図によれば，
男女とも全ての年齢層で「転んだ」が最も多く，共通し
01 L I I I I I |百品.v た危険性を示している。ただし， iその他」を除けば，
54 5 56 57 58 日 60 61 62 60歳以上の年総庖ではこの「転んだ」と 「落ちた」で発
年度 生事故のほとんどを占めているのに対し，他の年齢層で
図3 教急隊出動記録の事故件数の年齢織成比経年変化 は「ぶつけたJ:i切ったJなどの活動的な行動に伴う事
故も多く発生し，事故の種類が多様なことがわかる。
の上記比司自は年々減少傾向にあるが，昭和55年と昭和60 一般に高齢者は，65歳以上になると生理的機能は成人
年の各年齢階層別人口に対する比率，すなわち両年度の の半分以下になり， 70歳を過ぎると日常的な生活動作能
年飴階層別事故発生率でみても1.70%から1.18%へと減 力がかなり低下するといわれており・¥ 筋力の低下はも
少している。また， 60歳以上の事故比率は婚加傾向にあ ちろん平衡感覚，中根機能，視力も低下する叶。視力の
るが，対象地区の同年断層人口の地加により事故発生率 衰えにより，僅かな段差や障害物が確認できず，平衡機
は0.60%から0.57%へと若干減少している。 能が表えているので転倒しやすい。また，柔軟性が低下
つぎに，性 ・年齢別の受傷程度の構成を図4に示す。 し，転倒した際に身体をかばう力に欠け，衝費量が大きく
事故データが救急出動によっているため とくに0-4 なり，さらに骨粗緩症を呈し骨が脆くなっているため，
歳の乳幼児の事故の絶対数が多いが比率的には加齢に 骨折しやすいという懇循現になる叫。高齢者は死亡に至
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図4 救急隊出動記録による性別、年総別受傷程度構成 (S54.4-S62. 6) 
( 3 ) 
ー
?
?
?
????????
?
????
????
? ?
??
?
??
? ??
。 ，
??
?
?女性
」ー・.ー司，..ー・ ・ー. 唱 、ー‘、.、;:唱電電‘h可島町.'・~:・『
同
トJ
日
トー4
司..~'、、・，・旬、・:-._
同
)・ζ己主 ト~でむご
(15-59歳)
1ょ一二i
トー 十ー寸 『今.守ー"‘'_ー.守、ー子、円_'_正・ー、ー‘ー司‘ 、ー・ー 、ー也、、j 
f 
_ ，・d・』ー・ー‘'“一司・.一
王
:、占・:・‘・二三、』
官
‘・.~句{、、 .、(、.、司、_， 、・.、・
男性
??
???
?
?
??
??
，??
????
，?
，?
』?
??
????? ???
?????
??
???????
?
???
?
?
?
?
女性
医fE
・，_‘.‘"、・_".-司民，. ‘ー，_.ー・'，'・、 ‘・』・. ざト→-
険干 一
匪
『ー
・ー4
区
一ー
『
、 ‘ ，~ご ~竺よ I ナ一寸
(0 -4歳)
男性
I I I I .~，'\o.: 込.:......~-
:主主三主主主i号ミ'_，史三』戸:;::':之与え4手戸ト
宅
陸
.. .、司、，.可-目ー』.・、・画、ァー
???
???
??
??
???
? 。 ?
?。??
??
?
???
??
?
?
? ? ?
?
， 。 。
?
?
?
? ?
??
??
600 400 200 
700 500 300 100 F持
200 100 。100 200 300 200 400 
100 300 500 
。
E四
4事
? ?
??
??
????
?
?? ?
?
????
?? ?
? ??
?
?
?
?
?
?
女性
は~ I 
品ぷ同、ょミミ主主・とー.〈入、:"，，;;ミ:奇屯-.:.:ミヌ己主「一
コ
Iil 
母
(60歳以上)
寸主
n :_.-，"下.:-......与さ.で;
」ーー
』一
ィヨ
男性
?
???????
?、 、
?
?
?
?
?
?????
??
??
?
?
? ? ?
，? ? ?
? ， ， ?
? ?
? ?
?《
? ? ?
?
?
?
?
?
女性
(5 -14歳〉
落ちた
転んだ
物が洛ち
物がfjJれ
ぶつけた
はさんだ 1，'
乙すった
切った I-..~ 
火傷
感屯
ガ「ス中毒
溺れた
主匡ヨその他
100 0 
人数 男性
;PH-m$…トJ不可二:;
: II I I I I 
1;~ II I I I{ム-J
55| I I I I ~ι古云
1 I I I I I t.孟
? ?
??
250 200 150 100 50 。50 100 150 
性5JIJ.年齢別事故種類
200 
図5
。200 300 400 500 
富野他:日常生活事故の解析 -113-
らなくても，骨折等により長期療養を強いられると寝た が見えす¥階段から議下するケースも考えられることか
きりに移行する可能性が高い。したがって，とくに高齢 ら，主要因を建築的な不備以外に求めることができる事
者の場合は，非死亡事故にも重大な関心を払うべきであ 故が相当多いことを恩わせる。
る。 3.場所・時刻と事故の関係
つぎに，表2と表3は年齢毎の受傷部位別頻度と怪我 表5は，事故発生場所別に.発生した怪我の種類の順
種別頻度をみたものである。表2によれば，高齢になる 位を整理したものである。場所別の総数では圧倒的に住
につれて足腰に負傷しやすくなる傾向がうかがえる。ま 宅の室内が多いが共用庭 ・公園のような公共外部空間
た，表3によれば，同じく60歳以上の高齢者に骨折の頻 での事故発生率も高い。怪我種別では，浴室のみで切傷
度が高くなることがわかる。 が一位になっているのに対し，他の場所では全て打撲が
表4は，男女毎の事故原因別内訳であるが 14歳以下 一位にランクされている。浴室で切傷が多いのは，衣服
では男女とも「ふざけていた」が圧倒的に多く 15-59 を着けていない状態で転倒などして受傷するケースが多
歳の男性において 「酔っていた」がとくに多いことが特 いためと思われ，滑りやすい床への配慮や浴室出入り口
徴である。さらに， r物を持っていたJことにより足元 の戸をガラス以外の材質に変えるなどの対策が必要とな
表2 年齢毎の受傷部位別頻度 表3 年齢毎の怪我種別頻度
1頂 位
年 齢
1 2 3 
0-4歳 頭 1，675 腕 440 足 132 
5 -9 頭 786 腕 208 足 169 
10-19 頭 232 腕 164 足 117 
20-29 iJj 制 腕 72 足 47 
30-39 頭 149 腕 80 足 67 
40-49 iJj 135 腕 68 足 50 
50-59 iJj 89 腕 40 足 29 
60-69 重頁 72 足 31 腕 28 
70-79 E員 83 足 40 腰 36 
80-89 頭 56 足 29 腰 12 
90一 足 12 頭 5 腕 2 
目国 位
年 齢
2 3 
0-4歳 打撲 1，182 切傷 552 火傷 157 
5 -9 打撲 609 切傷 293 骨折 106 
10-19 打撲 19 切傷 161 骨折 63 
20-29 切傷 82 打撲 60 絵挫 29 
30-39 打撲 120 切傷 96 捻挫 35 
40-49 打撲 19 切傷 87 骨折 24 
50-59 打撲 82 切傷 37 骨折 28 
60-69 打撲 81 骨折 36 切傷 28 
70-79 打撲 103 骨折 48 切傷 10 
80-89 打撲 48 骨折 35 切傷 15 
90- 骨折 10 打撲 7 切傷 2 
表4 原因男IJ事故発生件数
男性 (人)
原 因 0-4 : 5-14 : 15-59: 60-
急いでいた 5 
物を持っていた 17 
酔っていた 。
寝ぼけていた 10 
ふざけていた 243 
立ちくらみ 。
身体上の理由 。
床がぬれていた 9 
床にワックス 。
その他 252 
メE泊3、 3十 536 : 435 311: 79 
( 5 ) 
女性 (人)
0-4 : 5-14 : 15-59: 60-
330 : 175 : 200 : 124 
????
??
?
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ー
?????
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表5 事故発生場所別の怪我種類
(人)
順 位
事故発生場所
I 2 3 4 
戸建室内 打僕 925 切傷 667 火傷 194 捻挫 188 
集合室内 打撲 99 切傷 43 骨折 27 火傷 14 
浴室 切傷 48 打撲 44 火傷 14 擦傷 7 
便所 打撲 10 切傷 7 骨折 3 
階段 打撲 81 骨折 11 擦傷 7 切傷 6 
共用廊下・玄関 打撲 50 切傷 15 擦傷 7 骨折 4 
共用階段 打撲 150 切傷 76 骨折 24 擦傷 12 
エレベーター 打僕 11 切傷 4 刺し傷
その他屋内 打撲 137 切傷 82 骨折 20 捻挫 18 
専用庭 打撲 45 切傷 29 骨折 14 捻挫 8 
共用庭・公掴 打撲 390 切傷 218 骨折 79 擦傷 39 
駐車・駐輪場 打撲 22 切傷 19 擦傷 7 骨折 6 
その他屋外 打撲 642 切傷 150 嫁傷 94 骨折 88 
* S54.4-S62.6 (集合室内は S58.1-S60.12)
ろう。表5では，上述の他に階段における事故で骨折が
二位にランクされているのが注目される。これは，一般
的に共用階段よりも勾配の急な戸建屋内の階段からの転
落事故が，重大な怪我へつながる危険性を有することを
示しているものと考えられる。
つぎに図6は，年代別の事故発生時刻を男女別々にみ
たものである。全体的に12時から20時の間の事故発生率
が高いが.15-59歳の年代のとくに男性は.22時-1時
の深夜の時間帯の事故が多く ，これは前述のように f酔っ
ていた」ためと恩われる。 5-14歳では，学校から帰宅
後の15-16時に大きなピークがあり.0-4歳とともに
20時にも小さなピークをもっ。また.60歳以上の高齢者
についてみると，男性では朝の9時頃から18時頃まで事
故は頻繁におきているのに対し，女性は10時に最も大き
なピークをもち.13時.17時にやや大きなピークを示し
ている。高齢者の外出行動は，買物，医療，交流・人間
関係，仕事，余暇的行動，散歩の順に頻度が高いとされ
ている的。 したがって，このことを併せて考えると，男
女ともに10時に事故が多いのは，医療や余暇的行動と係
わり，女性の13時.17時のピークは，買物あるいは調理
の行動と関連しているのではないかと恩われる。
事故発生場所を空間の性質により 4種類に区分して，
(%) (形)
201 一0-4 20 
男性 女性
15. ー-5 -14 15 
101 10 
----15-59 
5 
一一 60
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発生時刻別の事故件数の推移を見ると図7のようになる。 (人)
ただし，初めに述べたように，救急隊出動記録では9歳 350 
以下の子供で，とくに乳幼児の件数が多いため，この年
齢層の事故発生時五IJの特性を大きく反映していると考え
なければならない。
4.地主主特性と事故の関係
本研究で対象としている泉北消防署管轄地績は，過去
約20年の聞に新しく開発されたニュータウンの地区と，
古くから住宅が分布していた地区とに大きく分けること
ができる。さらに，ニュータウンにおいても集合住宅が
多い地区と比較的戸態住宅が多い地区とに分類できる。
したがって，ここでは上記3地区における事故の内容を
検討し，地域特性の差による若干の比較を試みようとす
る。
ニュータウンの各地区毎の集合住宅率は，住宅地図を
用いて戸建住宅の戸数を数え，昭和58年-60S:手の平均世
帯数から上記戸数を減じて続略的な比率を算出した。 図
8はこのようにして得られたニュ ター ウン内各地区別の
集合住宅率である。この結果により，ここで対象地坂全
体をA地区 :泉北ニュータウンの集合住宅の多い地区
(集合住宅$60%以上)， B地区:泉北ニュータウンの戸
建住宅の多い地区(集合住宅率60%未満)， c地区:泉
301 
2501 fi ???
?
?
? ???? ?
，??
."レ，-，・，， 
V 
1.j.J.j.1'1村ふ/
01 
6 12 18 
・・…私的屋内 一一 私的屋外
一ー 公的屋内 一一公的屋外
私的屋内 (室内 ・階段・浴室 ・便所)
公的屋内(共用階段 ・共用廊下 ・玄関 ・エレベーター ・
その他屋内)
私的屋外(専用庭)
公的屋外(共用庭・公園 ・駐車 ・駐鎗繊 ・その他屋外)
23 
(時)
。
図7 事故発生場所51IJ時五IJ変化
~tニュ ー タウン以外の地区の 3地区に分けた。
表6は上記3地区分類によって，男女別の事故発生率
を求めた結果である。この際，事故発生$は各地区・各
表6 3地区分類による事故発生率
男 性 女 性
年齢 地区 人口 合計 中等以上 i軽傷 人口 合計 中等以上 |軽傷
A地区 5，528 23.41 % 0.868% : 22.54 % 5，167 16.64 % 0.639%! 16.01% 
0-4歳 B地区 1，488 18.68 % 0.739% 17.94 % 1，411 9.812% 0.283%: 10.06% 
C地区 778 8.23 % 0.643%: 7.841% 786 4.071% o 4.071% 
A地区 13.2回 6.57 % 0.753% ! 5.819% 12.50 3.012% 0.199% ! 2.813% 
5 -14歳 B地区 2.215% 0. 157~ 1.969% 4，628 3.76 % 0.432% : 3.328% 4，470 
C地区 2，441 3.03 % 0.369% : 2.663% 2.179 0.942% 0.046% 1.010% 
A地区 39.944 1.25% 0.178%! 1.077% 40.766 l.043% 0.137% 0.905% 
15-59歳 B地区 1 ，621 0.64 % 0.172%: 0.465% 12，275 0.603% 0.073% 0.530% 
C地底 8，830 1.36 % 0.498%: 0.849% 8，650 0.763% 0.185% 0.578% 
A地区 2.447 6.33 % 1.349% ! 3.351% 3.442 5.898% 2.41% 3.486% 
60歳一 B地区
a 
4.173% 2.009% 2.164% 861 2.79 % 1.101% : 1.626% 1，294 。
C地区 1，572 2.67 % 0.954% : 1.718% 2，090 2.584% 1.531% 1.053% 
$ 各地区 S60年度人口に対する%
A地区……泉北ニュータウンの集合住宅の多い地区
(集合住宅率60.0%以上の地区)
B地区……泉北ニュータウンの戸建住宅の多い地区
(横塚台・庭代台・御池台・ 赤坂台)
C地区……泉北ニュータウン以外の泉北地区
( 7 ) 
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図8 地区別の集合住宅率
年齢層毎の昭和60年人口に対する比率として表している。
この結果によれば， 15-59歳は他の年齢層に比べて，生
活圏が広いためか，居住地績の特性の影響をあまり受け
ないのに対し，0-4歳， 5 -14歳，60歳以上の年鯵層
では，いずれも集合住宅が多い地区ほど事故発生率が高
くなっていることが明らかである。しかしながら，幼児
が多いA地区では，受傷程度が軽症に止どまる割合が相
対的に高い。このことは，各地区毎の事故数に対する中
等症以上と軽症の比癒を示した表7をみれば，より明ら
かとなる。
署員7 3地区の受傷程度比較
中等症以上 軽 症 合計
A地区 450 ( 9.673%) 4，202 (90.33 %) 4，652 
B地区 107 (11.64 %) 812 (88.36 %) 919 
C地区 122 (25.63 %) 354 (74.37 %) 476 
まとめ
本研究では，住宅内およびその周辺で発生する日常生
活事故を救急隊出動記録に基づいて検討した。その結果
明らかになったことを挙げると以下のようである。
① 受傷程度は，加齢に従い重くなる比率が高い。この
傾向は女性においてとくに顕著である。
②事故発生~は19歳以下では男性が，また70歳以上で
は女性が高いことが目立ち，他の年齢層ではほぼ等し
し、か男性の比寧がやや高L、。
③事故種別では，すべての年齢層で 「転んだ」が最も
居
( 8) 
学
多い。印歳未満の年齢層では事故の種類が多様である
のに対し，高齢者層では「転んだ」と「落ちたJが発
生事故のほとんどを占める。
④受傷部位およひ'怪我種5JIJについては，高齢になるに
つれ足腰に負傷しやすくなり，骨折の頻度か鳴くなる。
⑤ 事故発生場所では住宅室内が圧倒的に多いが，公共
的な外部空間での事故発生率も高い。
⑥事故発生時実Ijでは全体的に12時から20時の間の事故
が多いが，高齢者で、は午前10時に一つのピークが現れ
ることが特異である。
⑦ 0-4歳， 5 -14歳， 60歳以上の年齢層では，集合
住宅が多い地区ほど事故発生率が高い。
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Summary 
In this paper， we examined the daily accidents based on the injury obtained through ambulance activities in Sakai 
αty， Osaka Prefecture. We treated the daily accidents which had occurred inside and outside dwellings. Analysis of 
these results revealed the serious danger for aged people in daily lives. And although the accident rate of males is 
higher in younger generation. the accident rate of females is higher in Old-old generation. Further. some problems 
among their environment including public space were pointed out. 
( 9) 
